告　　訴　　状

○○○警察署長　殿

※１　平成○○年○○月○○日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告訴人　住　所

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　                               氏　名　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日　　　　年　　月　　日生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　業　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　※１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※２被告訴人　　住　所　　

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生年月日　　　　年　　月　　日生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　業　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　　

第１　告訴の趣旨

被告訴人は下記犯罪（罰条，刑法２３５条窃盗罪）を犯し，犯状悪質であるので，厳重に処罰されたく，ここに告訴する。 

第２　告訴事実　

被告訴人は，平成○○年○○月○○日午後○○時○○分ころ，○○市○○１－２－３所在******において，同店舗内に陳列されていた同店経営者である告訴人所有の商品３点（販売価格合計３，０００円相当，別表記載のとおり）を、窃取したものである。

第３　立証方法

１　告訴人方店舗内に設置され，被告訴人の犯行の様子を撮影していた防犯ビデオのビデオテープ

第４　添付資料

　　１　上記第３の１のビデオテープ

別表

	
	商　　品　　名
	数　量
	販　　売　　価　　格

	　１
	ハンカチ
	　　　１枚
	　　１０００円

	　２
	靴下
	　　　１足
	　　１０００円


· １　連絡先は捜査官から連絡がある可能性もあるので，記載しておきます。

· ２　被告訴人の住所が判明しない場合には，「住居不明」と記載して構いません。また，被告訴人の氏名は，屋号を使用している個人事業主の場合には「○○こと×××」や，氏名が判明しない場合には「○○と名乗る男（女）」と記載することも可能です。告訴状は，犯罪の被害者等の告訴権者が，警察や検察庁に対して，犯罪事実を届け出て，加害者への処罰を求めることの意思を表示することによって捜査を促すもの（刑事訴訟法弟２３０条）ですので，被告訴人の氏名住所が不明であっても構わないのです。但し，被告訴人の手がかりになるような情報（屋号，偽名，携帯の電話番号等）は，できるだけ記載するようにしておくとよいでしょう。

＜参照条文＞

刑法：

第二百三十五条（窃盗）他人の財物を窃取した者は、窃盗の罪とし、十年以下の懲役又は五十万円以下の罰金に処する。 

刑事訴訟法：

第二百三十条 　犯罪により害を被つた者は、告訴をすることができる。 



